
  

　皆さんは遊山箱を使ったことがありますか。
　吉野川河口部に位置する城下町、徳島市は、古くから
水運が発達し、木工業が盛んでした。阿波水軍を支えた
船大工の高度な技術が伝承されており、徳島の家具は
皇后雅子さまの嫁入り道具として納められるほど有名で
す。その高度な技術を
生かし、美しく塗装をし
て仕上げたのが遊山
箱です。徳島独自の文
化で、古いものでは、江
戸時代のものがあり、
昭和半ばくらいまで使
われていました。
　私の祖母が子どもの頃には、三段重ねの遊山箱におす
しや寒天を詰めてもらって、みんなでよく遊びに行ってい
たそうです。祖母や曾祖母の年代の方に遊山箱のことを
尋ねると、みんなが子どものような表情になり、楽しそうに
思い出話をしてくれます。
　多くの人の心に残る遊山箱。まだ使ったことのない皆さ
んも遊山箱にごちそうを詰めて出掛けてみませんか。

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する
「あわっ子文化大使」のリポートです。

●あわっ子文化大使リポーター
徳島市城西中学校  佐

さとう
藤 理

り さ
紗

徳島の伝統文化
「遊

ゆ さ ん

山箱
ば こ

」

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
グローバル・文化教育課 ☎088-621-3055 FAX088-621-2882

遊山箱

●レシピ提供／もうかるブランド推進課

トマトの
ごま豆乳そうめん

① トマトは1cmの角切りにする。
② そうめんをゆでる。
③ 鍋で［A］のスープの材料を温め、すりごまを入れる。
④ 上記を盛り付けた後に、ラー油をお好みで垂らす。
●ミニトマト 5個 ●そうめん 1束 ●すりごま 適量
●ラー油 適量

［A］ 
●豆乳 200ml ●鶏ガラスープ（顆粒）大さじ1

  ●めんつゆ 大さじ1

作り方

材　料
（2人分）

【とき】

●とくしま夏の音楽祭2019（入場無料）
〜県民主役！「あわ三大音楽」の祭典〜 
●「邦楽演奏会」
【とき】7月6日 13：30～15：30
【ところ】県立21世紀館イベントホール
●「ジャズライブ」
【とき】7月6日 16：00～19：10 
【ところ】県立文化の森総合公園 すだちくん森のシアター

おでかけだより
●ジャパンラグビー トップリーグカップ
ラグビーのトッ
プリーグカップ
「神戸製鋼コ
ベルコスティー
ラーズ対豊田
自動織機シャ
トルズ」が開
催されます。
会場では、ラグ
ビーワールド
カップの事前チームキャンプ国「ジョージア」の紹
介コーナーなどもあります。
【とき】6月29日 13：00キックオフ
【ところ】鳴門・大塚スポーツパーク
ポカリスエットスタジアム
【問】●県ラグビー協会〈チケット申し込み〉
☎090-4978-1045
●スポーツ振興課 国際スポーツ交流室
☎088-621-2553 FAX088-621-2819

●あすたむらんど徳島
●ラジコンボート操縦体験
あすたむらんどでラジコンボー
トを操縦して船長になろう ！
【とき】6月22日･23日
●たっぷりプラネ☆「ブラックホール」
光でさえも飲み込んでしまう謎の天体ブラック
ホールとは? 【とき】6月16日･7月21日
●梅雨のあすたむ宝探し
園内に隠された宝箱を見つけて景品を
ゲットしよう！ 【とき】開催中～6月30日
【問】あすたむらんど徳島 
☎088-672-7111 FAX088-672-7113

●第18回文化の森演劇フェスティバル
県内の高校演劇部をはじ
め、演劇に情熱をかける中
学生から大学生が、今年も
文化の森に大集合。自由
なテーマで、2週にわたり繰り広げられる多彩な
演目をお楽しみください。
【とき】6月15日・16日・22日・23日
各日10：30～ 【ところ】イベントホール
【問】県立二十一世紀館 
☎088-668-1111 FAX088-668-7196 詳しくは

●文学書道館  書道特別展
小坂奇石の小品−
その多彩な表情
昭和を代表する書家・小坂
奇石（1901－91年）の様々
な思いが込められた多彩な
小品の数 を々展示します。
【とき】6月21日～8月4日
【問】県立文学書道館
☎088-625-7485
FAX088-625-7540

小坂奇石「王安石詩 
夜直」（77歳筆）

6月3日～7月12日は、公式戦・定期交流戦は
ありません。後期開幕は7月13日（土）です。
応援よろしくお願いします！

6月22日（土）18：00～ 
アビスパ福岡「徳島市民デー」

7月7日（日）18：00～
ジェフユナイテッド千葉「吉野川市民デー」
鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム

●「クラシック演奏会」 
【とき】7月7日 開場13：30 開演14：00
【ところ】徳島文理大学むらさきホール［全席自由］
※入場整理券が必要です。
申込締切6月25日必着
【問】県民文化課
☎088-621-2552 FAX088-621-2934

詳しくは

詳しくは

詳しくは

●参議院徳島県及び高知県選挙区
　選出議員選挙立候補予定者等説明会 
【とき・ところ】◆6月17日14：00～・徳島県庁大会
議室◆6月14日14：00～・高知県庁正庁ホール
【問】徳島県選挙管理委員会
☎621-2082 FAX621-2829
高知県選挙管理委員会
☎088-823-9314 FAX088-823-9507 

●夏休み中学生県議会体験会
【とき】7月26日13：00～
【ところ】県議会棟
【内容】生徒と議員との意見交換、議事堂見学等
【定員】中学生30名程度 【申込期限】6月28日
【問】県議会事務局 ☎621-3010 FAX655-2530

●精神科医によるこころの健康相談 
【とき】毎月第1木曜日、第2火曜日、第1・4金曜日
【ところ】徳島保健所 【申込】完全予約制
【問】同所 ☎602-8905 FAX652-9334

※市外局番（088）を省略しています。

【申込期限】6月18日
【問】県立南部テクノスクール
☎0884-26-0250 FAX0884-26-1121

●障がい者職業訓練生 
【訓練科】容器の整理・洗浄仕分科（川内町）
【訓練期間】7月12日～8月9日
【ところ】キョーエイ川内PC
【対象・定員】障害者の雇用の促進等に関する
法律に規定する障がい者で、公共職業安定所
の受講あっせんを受けた方1名
【受講料】無料（教材費等別）
【申込期限】6月21日
【問】県産業人材育成センター
☎621-2353 FAX621-2852
 

●6月は土砂災害防止月間
大雨のとき、土石流やがけ崩れが発生する危険
性が高まったときには土砂災害警戒情報が発表
されます。気象情報にも注意して早めに避難する
ことが大切です。雨のない状態でもがけ地や谷川
に異常を感じたときには、すぐに避難し、市町村役
場、県の各総合県民局などに連絡してください。 

●文化の森パソコン講座（７月） 
【とき】7月11日9：40～15：30
【内容】デジカメ画像（GIMP）入門
【申込期限】6月20日必着
【問】県立二十一世紀館
☎668-1111 FAX668-7196

●手話通訳者養成講座（手話通訳Ⅲ） 
【とき】6月17日～9月30日
（全13講座、講義・観察・実習含む）
【ところ】県立障がい者交流プラザほか
【テキスト代】10,340円 
【申込期限】6月14日
【問】県聴覚障害者福祉協会 ☎・FAX631-1666
 

●県立南部テクノスクール受講生
【訓練科】介護初任者研修科
【ところ】阿南建設会館
【訓練期間】7月18日～10月17日（母子事業分
の準備講習期間：7月10日～7月17日）
【定員】15名（うち母子分1名）

●県警察官・警察職員採用選考試験
【試験区分】◆警察官（術科指導者［柔道・剣道］）
◆警察職員（航空整備士［回転翼］）
【とき】第1次試験8月3日
【ところ】県警察学校
【申込期限】6月28日
【問】県警察本部警務課
☎621-2953 FAX623-7408 

●火薬類保安責任者試験 
【とき】9月1日13：00～
【ところ】ふれあい健康館
【試験の種類】◆甲種及び乙種火薬類取扱保
安責任者試験
◆丙種火薬類製造保安責任者試験
【申込期間】6月18日～27日
【問】県火薬類保安協会
☎626-4656 FAX626-3766

県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

県庁だより

募集しています

催  し

お知らせ

資格・試験

講座・講習

ふるさと発見！
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テ
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築
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●森林所有者の皆さまへ 　　林業の未来を支える担い手育成
県産材の効率的な生産体制を担う林業就業者の確保と育成に重点を置き、現場で
の即戦力を養成する「とくしま林業アカデミー」を平成28年4月に開講。これまでに3
期37名（うち女性2名）を県内林業事業体へ送り出しています。

　　魅力たっぷりの県産材利用
県産材の利用拡大に向け製品開発やブランド化を促進中。県内各地に「すぎの子
木育広場」を20カ所開設して〝木育〟を進めているほか、平成31年2月には「木育サ
ミットin徳島」を開催するなど〝木づかい運動〟を進めています。

次代を担う子どもたちを対象とした間伐体験教室。

林業従事者による間伐作業で、森林の適正な管理
がなされています。

「徳島すぎ」のおもちゃで、親子でスキンシップ！

高性能林業機械を使った林業技術研修の様子。

「豊かな森林になぁれ」と願って、植樹作業をしてい
ます。

「徳島すぎ」をふんだんに使った徳島県木材利用創
造センターの林業人材育成棟。

新たな森林管理システムがスタートしました
経営管理が行われていない森林について、市町村が森林所有者の委託を受け経営管理することや、意欲と
能力のある林業経営者に再委託することにより、林業経営の効率化と森林の管理の適正化を促進します。

●森林経営管理制度により期待される効果
放置されていた人工林の木材生産が可能となり、地域経済の活性化につながります。また、山の手入れ不足
が解消され、災害防止など地域住民の安全・安心につながります。森林所有者も市町村が介在することで、長
期的に安心して森林の管理を任せることができます。

林野庁資料
より作成

●建設土木
　資材

●木質バイオマス

●住宅・一般建築物

●間伐材を使った
　紙製品

●木製品

飲料容器
印刷用紙

●公共建築物
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「
と
く
し
ま
林
業
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デ
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ー
」に
入
り
ま
し
た
。

林
業
の
基
本
的
な
知
識
は

も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
材
や
重
機
を
用
い
た
実

践
的
な
技
術
を
プ
ロ
の
方

か
ら
直
接
教
え
て
い
た
だ

け
る
の
で
、
日
々
の
訓
練

が
と
て
も
楽
し
く
充
実
し

て
い
る
ん
で
す
。

　

訓
練
中
は
給
付
金
を
い

た
だ
け
る
の
で
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
し
な
く
て
も

訓
練
に
集
中
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
林
業
関
連

の
仕
事
に
就
け
る
確
率
が

ほ
ぼ
１
０
０
％
と
い
う
の

も
嬉
し
い
で
す
ね
。
将
来

は
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
現
場

で
活
躍
で
き
る
存
在
に
な

り
た
い
で
す
。

　

父
の
後
を
継
ぎ
、
３
代

目
と
し
て
林
業
を
営
ん
で

い
ま
す
。
那
賀
町
に
は
伐き

る
時
期
を
迎
え
た
木
が
た

く
さ
ん
育
っ
て
い
ま
す
が
、

丸
太
価
格
の
低
迷
に
よ
っ
て

事
業
者
数
が
減
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、今
年
か

ら「
森
林
環
境
税
」が
始

ま
り
ま
し
た
。今
ま
で
放

置
さ
れ
て
い
た
森
林
に
も

町
が
手
を
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
森
林
を
林

業
経
営
者
に
委
託
す
る
こ

と
で
、
林
業
経
営
者
の
経

営
規
模
拡
大
も
可
能
に
な

り
ま
す
。
貴
重
な
税
金
を

林
業
、
そ
し
て
徳
島
の
未

来
づ
く
り
に
活
か
せ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
所

有
者
や
県
民
の
方
々
も
山

へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

山
の
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事
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憧
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と
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ま
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業
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デ
ミ
ー

研
修
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し
の野 
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み
ん
な
の
力
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林
業
の
未
来
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林
業
家

亀か
め
い井 
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ろ
ひ
と人

さ
ん

　

徳
島
市
の
籠
屋
町
商
店

街
に
あ
る「
す
き
っ
ぷ
の
森 

も
っ
く
」で
は〝
木
と
ふ
れ

あ
い
、木
に
学
び
、木
で
つ

な
が
る
〟を
テ
ー
マ
に
子
育

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
産
材
に
包
ま
れ
た
空

間
で
、い
ろ
ん
な
木
の
お
も

ち
ゃ
を
使
っ
て
遊
ん
で
い
た

だ
け
る
の
で
、子
育
て
中
の

ご
家
族
に
大
好
評
で
す
。

　

自
然
観
察
会
や
木
材
を

使
っ
た
家
づ
く
り
相
談

会
な
ど
、
県
民
の
方
々
が

「
も
っ
と
森
に
近
づ
く
」た

め
の
活
動
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場

所
で
木
の
魅
力
に
ふ
れ
て

い
た
だ
き
、
県
産
材
の
利

用
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
徳
島
の
森
林
づ
く
り

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　県民参加の新しい森林づくり
徳島の豊かな森林を次世代に引き継ぐため、「林業従事者による森林づくり活動」や全国
一の参加企業・団体数を誇る「とくしま協働の森づくり事業」などを実施。経営が継続で
きない森林で、幅広いボランティア参加による森林づくり活動を県内各地で行っています。

●お問い合わせ先 徳島県林業戦略課  
☎088-621-2447  FAX088-621-2861 

森
と
の
距
離
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さ
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